
施工箇所が点在する工事の積算（試行）について 

 

施工箇所が点在する工事については、建設機械を複数箇所に運搬する費用や交通規制等が

それぞれの箇所で発生するなど、積算額と実際に要する費用との間に乖離が考えられる為、

施工箇所が点在する工事の積算について、下記のとおりとする。 

 

記 

 

１．対象工事 

原則として、市が発注する工事（営繕除く）のうち、直径１km程度の範囲（工区）を越

え、施工箇所が複数ある工事を対象※とする。 

ただし、港湾工事（工種区分の浚渫工事、構造物工事を適用する工事）で実施する場合

は、港湾を跨ぎ、かつ、施工箇所が複数ある維持補修工事等（A港湾の車止め補修とB港湾

の係船柱補修を１件として発注する工事など）を対象※とする。 

※工事の施行形態等を考慮し、同一施工箇所として取り扱った場合であっても、積算額と実際に要す 

る費用との間に乖離が生じるおそれがないと発注者が判断するものは、対象外とすることができる。 

 

２．工区の設定方法 

施工箇所が点在する工事については、原則として、点在範囲が直径１km程度を越えなく

なる範囲を限度に、工区を設定する。 

工区を設定する施工箇所は、公共土木施設を築造、維持、管理、補修する箇所とし、工 

事で使用する資材の製作場所は含めない。（製作工場、ブロック製作ヤード等） 

ただし、港湾工事（工種区分の浚渫工事、構造物工事を適用する工事）については、各 

港湾を工区とする。 

 

３．積算の方法（別紙１、別紙２参照） 

・積算については、工区毎に直接工事費、間接工事費（共通仮設費・現場管理費）を算出す

る。一般管理費は、点在の補正対象外とする。 

また、共通仮設費率及び現場管理費率の補正（施工地域等）については、対象工区毎に

設定する。 

・積算にあたり、日当り施工量等が積算条件となっている場合は、工区毎に設定するものと

する。 

 

４．参考資料への表示等（別紙３参照） 

(図１)設計書の鏡に【「施行箇所が点在する工事の積算（試行）」の対象工事】を表示。 

(図２)工区別適用区分の施工地域補正の確認。 



施工箇所が点在する工事の積算（試行） 別紙１ 
 

 

算出方法 
・原則として市町単位で、点在範囲が直径１km程度を越えなくなる範囲を限度に、工区を設定する。 
ただし、港湾工事（工種区分の浚渫工事、構造物工事を適用する工事）については、各港湾を工区とする。
積算については、工区毎に直接工事費、間接 工事費（共通仮設費・現場管理費）を算出する。 
一般管理費は、点在の補正対象外とする。 

・積算にあたり、日当り施工量等が積算条件となっている場合は、工区毎に設定する。 
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Ａ①工区  Ａ②工区  Ａ③工区  Ｂ工区  

 Ａ①工区  

 Ａ③工区  

Ｂ町  

 Ｂ工区  
※Ａ③工区とＢの距離が１ｋｍ未満で、一体とし
て扱った場合に支障が無い場合は、市町を跨
いで、１つの工事箇所として扱うことも可 



＜「施工箇所の点在する工事の積算について」の積算（変更）イメージ＞

令和６年１０月１5日以降
の発注工事より適用

【直接工事費】

【共通仮設費】

【現場管理費】

【一般管理費】

通常の積算

A①＋A②＋A③＋Ｂ

＋

共通0

＋

現場0

＋

一般0

点在工事の積算（現行）

A① A② A③ B

＋ ＋ ＋ ＋

共通1 共通2 共通3 共通4

＋ ＋ ＋ ＋

現場1 現場2 現場3 現場4

＋ ＋ ＋ ＋

一般 一般 一般 一般

1 2 3 4

点在工事の積算（変更）

A① A② A③ B

＋ ＋ ＋ ＋

共通1 共通2 共通3 共通4

＋ ＋ ＋ ＋

現場1 現場2 現場3 現場4

＋

一般0

共通仮設費の算定 共通0：（A①＋A②＋A③＋Ｂ）を対象額
として算出

共通1：A①を対象額として算出
共通2：A②を対象額として算出
共通3：A③を対象額として算出
共通 4：B を対象額として算出

共通1：A①を対象額として算出
共通2：A②を対象額として算出
共通3：A③を対象額として算出
共通 4：B を対象額として算出

現場管理費の算定 現場0：（A①＋A②＋A③＋Ｂ＋共通0）を
対象額として算出

現場1：（A①＋共通1）を対象額として算出
現場2：（A②＋共通2）を対象額として算出
現場3：（A③＋共通3）を対象額として算出
現 場 4： （ B ＋共通4）を対象額として算出

現場1：（A①＋共通1）を対象額として算出
現場2：（A②＋共通2）を対象額として算出
現場3：（A③＋共通3）を対象額として算出
現 場 4： （ B ＋共通4）を対象額として算出

一般管理費の算定 一般0：（A①＋A②＋A③＋Ｂ＋共通0
＋現場0）を対象額として算出

一般：（A①＋A②＋A③＋Ｂ
＋共通1＋共通2＋共通3＋共通4
＋現場1＋現場2＋現場3＋現場4）
を対象額として算出

一般：通常の積算と同様に算出
（一般0の算出方法と同じ）

別紙２



○ 参考資料への表示 
別紙３ 

 

「施工箇所が点在する工事の積算（試行）」の対象工事の場合、赤枠の表示を行います。（図１） 

また、共通仮設費率及び現場管理費率の補正については、対象工区毎に設定していますので、工区別

適用区分の施工地区適用区分をご参照ください。（図２） 
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対象工事と記載 

 

 

 

 

図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工地域補正の確認 


